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香美市長 依光 晃一郎 

 

 

 

 

（仮称）嶺北香美ウィンドファーム事業に係る計画段階環境配慮書に対する 

関係自治体の意見について（回答） 

 

 

 令和 6 年 11 月 19日付け、6 高自共第 682号で照会のありました標記の件につきまして、

別紙のとおり回答いたします。 



（仮称）嶺北香美ウィンドファーム事業に係る計画段階環境配慮書への意見 

 

 

1． 水環境について 

・本事業が（表流水及び地下水の）水質及び水量、水底の底質に及ぼす影響について、

計画段階配慮事項とし、十分に配慮していただきたい。 

＜理由＞ 

・本事業の事業区域の下流は市民の飲料水・生活用水となる簡易水道の水源地であり、

山間部の農地にも農業用水を供給している。 

・事業区域を含む山林では、地形が急峻で地盤が軟弱である一方、森林の維持・保全や

林業の施業のため、災害復旧を含め、本市および土地所有者、森林組合等が多額の費

用と労力をかけて、林道及び作業道の維持・管理を行っている。 

・また、事業区域を含む物部川流域全体では、近年、森林の荒廃やシカ食害等による濁

水が問題となっており、流域の３市（南国市、香南市、香美市）にまたがる平野部の

農地の農業用水や、物部川の水棲生物の生息環境にまで影響が及んでいる。このため、

関係団体が物部川濁水対策協議会を構成し、対策を行っているところである。 

・本事業は、流域の最上流にあたる稜線部に風車を配置する計画となっており、風車を

搬入・設置するためには、既存の市道・林道を拡幅するとともに、新たに稜線まで道

路を新設し、稜線部分に新たに土地を造成する必要がある。また、これらの道路や施

設等の土地は、工事期間から始まり、20 年間とされている収益期間を経て、収益期間

後に施設等を撤去して事業が終了するまでの間、長期間にわたって維持・管理する必

要がある。 

・このため、事業期間を通じて、降雨時には、これら本事業によって改変された土地を

起点として下流に排水が流入し、流路も変化することとなるため、事業区域のみなら

ず、下流の物部川流域の水環境の水質及び水量に大きな影響を及ぼすこととなる。 

・よって、計画段階から水環境に十分配慮した事業計画を立案するべきである。 

 

2． 土砂災害の危険性について 

・本事業が地形や地盤に及ぼす影響について、計画段階配慮事項とし、十分に配慮して

いただきたい。 

＜理由＞ 

・（１．水環境の項で述べたように、）本事業では、稜線部の風車やそこに至る道路のた

めに、長期にわたって土地の改変を行い、維持・管理する必要がある。 

・このため、事業期間を通じて、降雨時には、本事業によって改変された土地を起点と

して下流に排水が流入し、土砂災害の原因となる可能性がある。特に、稜線部の風車

は、風の影響も大きく受けることとなり、地震時の倒壊等も懸念される。 

・よって、計画段階から地形や地盤に十分配慮した事業計画を立案するべきである。 

 



3． 物部川流域の生態系について 

・事業区域から下流の物部川流域の生態系について、計画段階配慮事項の対象とし、十

分に配慮していただきたい。 

＜理由＞ 

・（１．水環境の項で述べたように、）本事業では、稜線部の風車やそこに至る道路のた

めに、長期にわたって土地の改変を行い、維持・管理する必要がある。 

・このため、事業期間を通じて、降雨時には、本事業によって改変された土地を起点と

して下流に濁水が流入し、事業区域周辺だけでなく物部川まで流下する可能性があり、

動植物に影響を与える懸念がある。 

・よって、物部川流域全体の生態系についても計画段階配慮事項の対象とするべきであ

る。 

 

4． 景観について 

・「主要な眺望点及び景観自然並びに主要な眺望景観」だけでなく、一般の住宅や市街

地からの景観についても配慮の対象としていただきたい。 

＜理由＞ 

・景観にかかる配慮の対象として、「主要な眺望点及び景観自然並びに主要な眺望景観」

としているが、風車の規模が大きいため、「主要な眺望点」などの他に、個々の住宅や

市街地からも風車を視認できる場所があるものと思われる。 

・また、現状では、「どこから」「どれくらいの大きさで」見えるのかがわかるような資

料が提供されておらず、影響の大きさが判断しにくい。 

・このため、「主要な眺望点」以外にも、個々の住宅や市街地等に視点場を設定し、実

際の見え方を示した上で、当該住宅の住民等の関係者に十分な説明を行い、理解を得

ていただきたい。 

 

5． 環境対策の責任の担保について 

・事業用の作業道及び市道・林道の拡幅分からの排水の影響による土砂災害や、事故や

災害による風車の倒壊、部品の飛散、山林火災等の責任は誰がどのように負うのか、

事業保険等の資力確保措置等はあるのか、を示していただきたい 

・また、事業者が事業を継続できなくなった場合には、誰が工作物の撤去、土地の現状

復帰を行うのか、を示していただきたい。 

 

6． 市民、利害関係者への説明について 

・求めに応じて市民や利害関係者（土地所有者、森林組合等）を対象とした説明会を開

催し、十分な説明を行った上で、理解を得ていただきたい。 

・本事業について、市議会に対し調査を行うように請願が出され、採択されていること

から、市議会が行う調査等にも真摯に対応していただきたい。 

 



７．要望書等について 

・令和 6 年 12 月 20 日、市内 3 団体より香美市長に別添要望書が提出された。 

   また、上記のほか、各方面からも意見書を頂戴している。 

   当市への要望、意見ではあるが、その内容は事業計画の根幹に関わるものであること

から、別添要望書、意見書を参照し、計画の更なる検討にあたっては十分留意してい

ただきたい。 

 

以 上 

 



令和６年香美市議会定例会１２月定例会議 請願文書表 
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請願者の住所 
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第２号 

 

令和６年 
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谷相大豊地域での風

力発電計画について 

 

別紙請願書のとおり 

 

香美市香北町谷相 

小野 麻里 

 

森田 雄介 

 

 

 





















































































名称： 香北の大型風力発電の建設予定について 

日時：日時：2024 年 12 月 17 日(火) 

 

香美市長様 

 

表題の件ですが、数日前に知りまして、場所や規模を見て驚いているところです。結論か

ら言うと、建設には反対です。というか反対しなければ取り返しのつかない事態が起こりま

す。 

というのも、今現在住んでいる山の上に風車が立っており、水源は谷の水を使っており建

設地の山です。作られる前は台風などの大雨の時ですらそこそこ濁る程度だったものが、今

では赤土の濁流が毎回起こります。これは間違いなく建設に伴う道などを作った事に依る

ものだと思います。その濁流は吉野川に流れるので希釈され、池田町のダム湖に蓄積されて

いるはずで気づかないだけです。立った後に何とかしようにも原状復帰は不可能なのです。

自分たちも情報が何もなく、賛成で話が進んでしまったのが失敗でした。 

そこで、香北の建設予定地では、すぐ山のふもとがダム湖であり建設後は谷という谷の水

は毎回、濁流が流れダムは今のような綺麗な景観は無くなるのは間違いないでしょう。それ

に伴い土砂崩れの危険性も出てくることは容易に想像できます。今、四国は発電能力の 30％

ほど余っており、余剰電力は四国外に送電しているのが現状です。さらに風力発電は発電量

の 1％にすぎません。co2 削減にかこつけた四国外の電力を作り出すいわば商売、お金のた

めの風車であり、建設地の住民には一時的に限定的な人にお金が入る以外は何の意味もな

い計画です。その為に香北の自然をぶち壊すというのはどうなんでしょうか？計画が進み

だすともう止められません。もし、建設が始まり僕が言っていることが起こり始めてもそれ

は地元の意思であり、自ら引き起こした自業自得だということになります。壊れた自然は元

には戻せません。 

僕は決して環境活動家でもないし、偏った思想の持ち主でもありません。ただ単純に、地

元の方々が最終的なツケ、被害を被るのを経験者として知らぬ存ぜぬで「ほら見たことか」

とは言いたくなかったし、見捨てることができなかったので、ここに投稿させていただきま

した。 

市民ではないですが、香北の美しい自然が好きな、隣町の被害を被っている住民の一人の

意見として聞いていただけると幸いです。 

 

 



名称：(仮称)嶺北香美ウインドファーム事業計画について 

日時：日時：2024 年 12 月 19 日(木) 

 

香美市長様 

 

新聞等でウインドファーム計画を読み、懸念することがあり、意見させて頂きました。 

計画では、従来なら洋上にしか設置しなかった 180m もの高さの風車を設置するとあり

ます。 

建設・撤去にかかる費用は莫大だと予想できます。 

風車の耐用年数は、約 20 年…もしも 20 年後に事業者が倒産などしていた場合、撤去費

用は誰が負担するのでしょうか？ 

そもそも風力発電は、発電量が不安定なため、売電収入も安定しないものです。 

補助金ありきの事業で、設置するだけ設置して放置になる可能性が少しでもあるならば、

計画を進めるのは危険でないかと考えます。 

神戸市や吹田市、その他多数の自治体で導入されているダイキン工業によるマイクロ水

力発電(既存の水道設備に設置するものだそうです)など、コスパが良く、環境負荷も少ない

発電方法も確立されています。 

ｈｔｔｐｓ：／／www.dk-power.co.jp/ 

私は、ダイキンとは縁もゆかりもありませんが、この設備を導入すると、市には売電収入

も入ります。リスクの高い風力に頼る必要は低いのではないでしょうか？計画に許可を出

す前に、ご検討をお願い致します。 

 



６大豊地振第 46 号

令和６年 11 月 25 日

高知県知事 濵田 省司 様

大豊町長 大石 雅夫

（公 印 省 略）

（仮称）嶺北香美ウィンドファーム事業に係る計画段階環境配慮書に対する関

係自治体の意見について（回答）

令和６年 11 月 19 日付け、６高自共第 682 号にて照会のあったうえのことに

ついて、下記のとおり回答します。

記

意見なし


